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は し が き
　本報告書は、金融法務研究会第２分科会における平成19年度の研究の成果である。
　金融法務研究会は、平成2年10月の発足以来、最初のテーマとして、各国の銀行取引約款の
検討を取り上げ、その成果を平成8年2月に、「各国銀行取引約款の検討―その１・各種約款の
内容と解説」として、また平成11年３月に、「各国銀行取引約款の比較―各国銀行取引約款の
検討　そのⅡ」として発表した。平成11年１月以降は、金融法務研究会を第１分科会と第２分
科会とに分けて研究を続けている。
　第２分科会では、平成11年度・12年度に、「消費者との銀行取引における法律問題について」
を、平成13年度に「金融取引における『利息』概念の検討」を、平成14年度に「預金の帰属」を、
平成15年度に「債権・動産等にかかる担保法制の問題」を、平成16年度は「最近の預金口座取
引をめぐる諸問題」を、平成17年度には「担保法制をめぐる諸問題」を、また平成18年度には「銀
行取引をめぐる消費者保護の現代的展開」をそれぞれテーマとして取り上げ、報告書を発表し
ている。同分科会では、平成19年度には「動産・債権譲渡担保融資に関する諸課題の検討」をテー
マとして取り上げ、そこでの研究成果が本報告書である。なお、同分科会では、平成20年度に
は「預金債権の消滅等に係る問題」を、平成21年度には「相殺および相殺的取引をめぐる金融
法務上の現代的課題」をテーマとして取り上げ、研究を続けている。
　本報告書では、第１章で「ＡＢＬと担保」（能見善久担当）、第２章で「将来又は多数の財産
の担保化」（中田裕康担当）および第３章で「複数債権者・複数担保権者に係る問題」（山田誠
一担当）を取り上げている。
　第１章では、事業主が在庫商品、売掛代金債権等を包括的に担保にして、融資を受ける方法
―ＡＢＬ―につき、そこにおける担保設定、担保目的物の管理、後順位担保権、換価処分等に
つき論じている。第２章では複数の財産の担保化をめぐる問題点、債権譲渡担保、動産譲渡担保、
将来・多数財産としての集合財産の担保化等について論じている。第３章では複数債権者・複
数担保権者に係る問題につき、抵当権、根抵当権、動産質、譲渡担保、セキュリティ・トラス
ト等について論じている。いずれも近時の銀行実務に密接に関連するテーマである。なお、上
記の論文の他に、参考として研究会報告の際のレジュメを載せている。本報告書が銀行実務家
をはじめ、各方面の方々のお役に立つことができれば幸いである。
　本研究会には、銀行の法務分野の実務を担当される方にオブザーバーとして参加いただいて
いる。また、事務局は本テーマ検討時には全国銀行協会金融調査部、平成20年度からは同業務
部にお願いしている。
　最後に、本報告書の作成にあたって尽力を惜しまれなかったオブザーバーおよび事務局の
方々に心から御礼を申し上げたい。

平成22年６月
金融法務研究会顧問　　

前　田　　庸
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